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平成２３年８月 全国百貨店売上高概況 

平成２３年９月２０日 

Ⅰ．概 況  

 

１．売上高総額        ４,２５８億円余 

２．前年同月比     －１.７％（店舗数調整後／２か月連続マイナス） 

３．調査対象百貨店   ８６社 ２５３店 （平成２３年７月対比－２店） 

４．総店舗面積     ６,３８８,４１０㎡ （前年同月比：－１.６％） 

５．総従業員数     ８９,３０８人 （前年同月比：－５.１％） 

６．３か月移動平均値   1-3 月 －５.４％、2-4 月 －５.８％、3-5 月 －６.５％、 

             4-6 月 －１.２％、5-7 月 －０.７％、6-8 月 －０.４％ 

 

  ［参考］平成 22 年 8 月の売上高増減率は－３.２％（店舗数調整後） 

 

【８月売上の特徴】 

２か月連続の前年同月比マイナスであるが、減少幅は１％台とほぼ前年並みの水準で推移

した。また、中期トレンドを示す３か月移動平均値も前年水準まで持ち直してきた。 

８月は、震災による生産・消費への影響が概ね収束し、消費マインドが着実に回復傾向を

示す中、特に宝飾品や高級時計などの高額商材（美･宝･貴：＋４.８％）が前の月に続いて大きな伸

びを示した。また、特選服飾雑貨を含む身のまわり品も前年水準で堅調に推移したが、７月

まで売上を牽引していたクールビズ（紳士服：－７.４％）や涼感寝具（その他衣料品：－５.１％）など暑さ

対策商材が、中旬以降の天候不順と気温低下、及び需要の前倒しによる反動から苦戦したこ

とで、主力の衣料品（－３.４％）が伸び悩み、最終的には前年実績を若干下回る結果となった。 

   具体的な動向としては、日曜日が前年に比べ１日少なく入店客数に影響したことなどマイ

ナス要素がある一方、プラス要素としては、震災後の復興需要で東北地区（仙台：＋８.９％､東北：

＋３.９％）が引き続き好調であること、新店や大規模増床の効果で大阪（店舗数調整前：＋４.５％）と

福岡（店舗数調整前：＋１４.６％）が活況を示していること、などが報告されている。 

 

【要 因】 

    (1) 天 候 ： 気象庁発表「８月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 

    ◇ 月平均気温は北日本を除いて全国的に平年並みだった。太平洋高気圧の勢力の変動が大きく各地で暑い時期と

涼しい時期があった。月の後半は､東･西日本では前線や気流の影響で大雨の降った所が多かった。 

(2) 営業日数増減    ３０.６日（前年同月比±０.０日） 

  (3) 土･日･祝日の合計     ８日（    〃   －１日／日曜１日減） 

  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比） 

     ①増加した：２６店、②変化なし：２６店、③減少した：７６店、④不明：４４店 

  (5) ８月歳時記（旧暦お盆、夏休み、夏祭り）の売上（同上） 

     ①増加した：３０店、②変化なし：４２店、③減少した：２７店、④不明：７３店 

(6) 翌月売上見通し（回答店舗数で見る傾向値） 

     ①増加する：１８店、②変化なし：７６店、③減少する：２７店、④不明：５１店 
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Ⅱ．地区別の動き  

 

  １．１０都市売上動向        －１.５％（店舗数調整後／２か月連続マイナス） 

  ２．１０都市以外の地区売上動向   －２.０％（   〃   ／３か月ぶりマイナス） 

 

 

 

【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

地区 売上前年比 寄与度 トレンド 

１０都市 －１.５ －１.０ ２か月連続マイナス 

札 幌 －２.６ －０.１ ４か月連続マイナス                                                                          

仙 台 ８.９ ０.１ ４か月連続プラス 

東 京 －２.９ －０.７ ２か月連続マイナス 

横 浜 １.４ ０.１ ５か月連続プラス 

名古屋 ０.３ ０.０ ３か月連続プラス 

京 都 －１.３ －０.１ ６か月連続マイナス 

大 阪 －０.１ ０.０ ５か月ぶりマイナス 

神 戸 －３.２ －０.１ ４か月連続マイナス 

広 島 －１.５ ０.０ ２か月連続マイナス 

福 岡 －７.７ －０.２ ３７か月連続マイナス 

10 都市以外の地区 －２.０ －０.７ ３か月ぶりマイナス 

北海道 －６.５ ０.０ １０か月連続マイナス＊ 

東 北 ３.９ ０.１ ５か月連続プラス＊  

関 東 －２.４ －０.４ ２か月連続マイナス 

中 部 －２.０ －０.１ ６か月連続マイナス 

近 畿 ０.８ ０.０ ５か月連続プラス 

中 国 －３.０ －０.１ ２か月連続マイナス＊ 

四 国 －２.９ －０.１ ５０か月連続マイナス 

九 州 －２.９ －０.２ ３か月ぶりマイナス＊ 

   （注）北海道、東北、中国、 九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 

広島、福岡を１０都市に移行したため（２００５年までは６大都市）、連続性の観点 

から２００７年１月からのトレンドとした。 
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Ⅲ．商品別の動き  

 

   主要５品目は、４か月ぶりに全品目がマイナスとなった。しかし、食料品が－０.１％、 

身のまわり品が－０.２％と２品目は微減となった。また、惣菜が４か月連続、美術・宝 

飾・貴金属、菓子が３か月連続、子供服・洋品が４か月ぶりにプラスとなった。 

 

 

 

 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

商品別 売上前年比   寄与度 トレンド 

総額 －１.７ ― ２か月連続マイナス 

紳士服・洋品 －７.４ －０.４ ２か月連続マイナス 

婦人服・洋品 －２.５ －０.５ ６か月連続マイナス 

子供服・洋品 ０.５  ０.０ ４か月ぶりプラス 

その他衣料品 －５.１ －０.１ ４２か月連続マイナス 

衣料品 －３.４ －１.０ ６か月連続マイナス 

身のまわり品 －０.２  ０.０ ２か月ぶりマイナス 

化粧品 －２.５ －０.２ ２か月ぶりマイナス＊ 

美術・宝飾・貴金属 ４.８  ０.２ ３か月連続プラス＊ 

その他雑貨 －３.２ －０.１ ４５か月連続マイナス＊ 

雑貨 －０.６ －０.１ ２か月ぶりマイナス 

家具 －６.８ －０.１ ２か月ぶりマイナス 

家電 －１３.５  ０.０ ２か月ぶりマイナス 

その他家庭用品 －１.６ －０.１ ３か月ぶりマイナス 

家庭用品 －３.８ －０.２ ３か月ぶりマイナス 

生鮮食品 －１.８ －０.１ ２か月連続マイナス＊ 

菓子 ０.６  ０.１ ３か月連続プラス＊ 

惣菜 １.４  ０.１ ４か月連続プラス＊ 

その他食料品 －０.５  ０.０ ２か月連続マイナス＊ 

食料品 －０.１   ０.０ ２か月連続マイナス 

食堂喫茶 －１.５ －０.１ ３か月ぶりマイナス 

サービス －７.５ －０.１ ９か月連続マイナス 

その他 －７.４ －０.２ ２か月連続マイナス 

商品券 －１４.９ －０.６ ６か月連続マイナス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に  

     ついては２００６年１月から細分化したため、２００７年１月からのトレンド 

 

 

お問い合わせは、日本百貨店協会  森・佐藤・西田まで 

    TEL 03-3272-1666   ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 


